
今治市総合計画等策定に係る
市民・高校生アンケート調査結果（概要）

資料２
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01 | 市民アンケート調査

調査の概要

● 調査の目的
まちづくりに対する市民の満足度や意見を収集し、総合計画等の策定の参考
資料とすること。

●調査の期間
令和6年8月9日～8月31日

●調査の方法
調査対象 今治市内に居住する満18歳以上の市民 3,500人
実施方法 郵送による配布、郵送及びWebフォームによる回収

●回収結果
回収数 1,287件

うち紙回答794件、Web回答493件
回収率 36.8％

うち紙回答22.7%、Web回答14.1%

●調査の項目
※太字項目を抜粋して本報告書に掲載

○回答者属性
• 性別、年齢、居住区域
• 今治市外への居住経験の有無、今治市内での居住年数
• 職業、家族構成、配偶者の有無、子どもの有無、年収

○今治市への満足度・推奨度
• 総合満足度（今治市に満足しているか）
• 今治市の推奨度（他人に勧められるか）
• 今治市のまちづくりの個別項目に関する満足度

○今治市への定住意向
• 今治市に住み続けたいか
• 住み続けたい理由、住み続けたくない理由

○施策の重要度
• 今治市のまちづくりの個別項目に関する重要度

○今後の今治市の施策の方向性
• 人口減少を見据え、今治がどのような方向に力を入れるべきか
• 10年後の今治市を賑わいのある場所にするために、どのような施策
が重要か
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• 市全体では、42.6%の市民が満足（7点以上を選択）、17.6%の市民が不満（4点以下を選択）と回答しており、「満
足」が25ポイント上回っています。

• 居住地別では旧今治市地域の46.3%が満足、旧越智郡陸地部の35.8％、旧越智郡島しょ部の29.5％が満足と、居住地
域によって総合満足度が異なっています。

今治市への総合満足度

＊必ずしも、全体のn数と各項目別のn数の合計が一致するとは限りません

非常に不満 2 3 4 5 6 7 8 9 とても満足

n=

1,287  

男性 519  

女性 751  

回答しない 13  

旧今治市 899  

旧越智郡陸地部 232  

旧越智郡島しょ部 149  

※n=30未満は参考値。

全体

性別

居住地域

(%)

1.6

1.9

1.5

1.7

1.3

2.0

1.8

1.9

1.6

7.7

1.8

0.9

3.4

6.7

7.3

6.3

7.7

6.2

6.5

10.1

7.5

8.9

6.8

5.9

10.3

13.4

23.5

20.4

24.8

61.5

21.4

31.9

24.2

15.3

14.3

16.4

15.8

12.9

16.8

18.9

20.0

18.2

15.4

19.5

19.4

13.4

18.3

17.5

19.0

7.7

20.6

14.2

11.4

3.2

3.7

2.9

3.8

1.3

2.7

2.2

3.1

1.6

2.4

0.9

2.0

＊n=30未満は参考値
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• 市全体では、31.8%の市民が「すすめたい」（7点以上を選択）、26.8%の市民が「すすめたくない」（4点以下を選択）と
回答しており、「すすめたい」が5ポイント上回っています。

• 居住地別では、旧今治市地域の34.4%がすすめたい、旧越智郡陸地部の27.6％、旧越智郡島しょ部の22.8％がすすめた
いと、居住地域によって推奨度が異なっています。

今治市の推奨度

＊必ずしも、全体のn数と各項目別のn数の合計が一致するとは限りません

全くすすめ
たくない

2 3 4 5 6 7 8 9
とてもすす
めたい

n=

1,287  

男性 519  

女性 751  

回答しない 13  

旧今治市 899  

旧越智郡陸地部 232  

旧越智郡島しょ部 149  

※n=30未満は参考値。

全体

性別

居住地域

(%)

5.0

5.2

4.7

15.4

5.1

3.9

6.0

3.6

3.3

3.7

7.7

3.3

3.0

6.0

9.8

10.2

9.7

8.8

11.6

13.4

8.4

10.6

6.9

7.7

7.2

12.1

10.1

27.4

23.9

29.6

38.5

26.7

31.0

26.2

13.0

11.8

13.8

15.4

13.7

9.9

13.4

15.5

15.4

15.6

7.7

16.7

14.2

10.1

11.3

12.7

10.7

12.2

9.5

9.4

2.4

2.7

2.3

2.8

1.7

1.3

2.6

3.1

2.1

7.7

2.7

2.2

2.0

＊n=30未満は参考値
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＊必ずしも、全体のn数と各項目別のn数の合計が一致するとは限りません

すぐにでも
移転したい

できれば
移転したい

どちらとも
いえない

当分の間は
住んでいたい

ずっと
住んでいたい

n=

1,287  

男性 519  

女性 751  

回答しない 13  

旧今治市 899  

旧越智郡陸地部 232  

旧越智郡島しょ部 149  

※n=30未満は参考値。

全体

性別

居住地域

1.3

1.3

1.3

1.4

1.3

0.7

5.1

4.4

5.7

4.7

6.5

6.0

15.9

16.0

15.4

38.5

14.8

17.2

20.1

26.7

26.0

27.3

23.1

27.6

23.3

27.5

48.6

50.3

47.8

30.8

49.7

48.3

43.0

＊n=30未満は参考値

今治市への定住意向

• 属性別にみても、回答割合に大きな差は見受けられず、多くの市民（75.3％）が今治市に住み続けたいと考
えていることが分かる。
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自分や家族が生まれ育ったまちだから

家族といっしょに（近くに）住んでいたいから

自然環境、景観がよいから

安心・安全に暮らせるから

買い物などの便利がよいから

雇用の場があるから

ご近所づきあいや地域のつながりがしっかりしているから

医療、福祉環境がよいから

通勤や通学に便利だから

その他

子育て、教育環境がよいから

余暇やレジャーを楽しむ場所が充実しているから

まちに活気があるから

無効回答

未回答

(n=969)

71.0

47.2

34.5

32.5

18.9

10.9

9.2

5.6

5.2

4.7

3.3

1.4

0.6

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物などの便利がよくないから

雇用の場が少ないから

まちに活気がないから

余暇やレジャーを楽しむ場所が少ないから

医療、福祉環境がよくないから

ご近所づきあいや地域のつながりがわずらわしいから

その他

子育て、教育環境がよくないから

自分や家族が生まれ育ったまちではないから

通勤や通学に不便だから

市外にいる家族といっしょに（近くに）住みたいから

安心・安全の面で心配があるから

未回答

無効回答

自然環境、景観がよくないから

(n=83)

43.4

33.7

30.1

26.5

22.9

20.5

18.1

16.9

15.7

13.3

12.0

4.8

1.2

1.2

-

0% 20% 40% 60%

(n=83)(n=969)

今治市に定住したい理由 今治市から移転したい理由

今治市に定住したい理由/今治市から移転したい理由

• 今治市に定住したい理由については、「自分や家族が生まれ育ったまちだから」、「家族といっしょに（近くに）
住んでいたいから」などの回答が多く、家族や生まれ育ったまちとのつながりが主な理由となっています。

• 今治市から移転したい理由については、「買い物などの便利がよくないから」、「雇用の場が少ないから」などの
回答が多く、生活環境に対する課題が主な理由となっています。
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分野別満足度

別添資料
（資料２関係）

分野別重要度

項目（63項目）順位

「５しまなみ海道沿線地域の景観」（65.5％）１位

「23海・山など自然環境」（50.0％）２位

「27ごみ処理」（38.6％）３位

「６スポーツ資源（FC今治等）」（37.6％）４位

「33造船・海運などの海事産業」（34.0％）５位

項目（63項目）順位

「46子育て支援」（29.3％）１位

「63市の財政の健全化」（28.7％）２位

「42救急医療サービスの充実」（28.1％）３位

「45妊娠・出産支援の充実」（27.4％）４位

「16買い物の利便性の向上」（24.8％）５位

• しまなみ海道やFC今治、海事産業など、
今治独自の強みに関しては市民の満足度は高い

• 日常生活に関する項目や利便性に関する項目に
不満を感じている市民が多い。

• 施策の重要度については、
ほとんどの項目で「重要である」という回答されています。

• 「とても重要である」「重要である」「やや重要である」６割以上となっている。

※「とても重要である」と回答された結果※「とても満足」「満足」「やや満足」と回答された結果
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02 | 高校生アンケート調査

調査の概要

● 調査の目的
まちづくりに対する高校生の満足度や意見を収集し、総合計画等の策定の参考
資料とすること。

●調査の期間
令和6年8月26日～9月18日

●調査の方法
調査対象 今治市内の高等学校等に通う第２学年の全生徒1,172名
実施方法 各高校に対するアンケート依頼用紙を配布、Webフォームによる回収

●回収結果
回収数 863件
回収率 73.6％

●調査の項目
※太字項目を抜粋して本報告書に掲載

○回答者属性
• 性別、居住区域
• 今治市外への居住経験の有無、今治市内での居住年数

○今治市への満足度・推奨度
• 総合満足度（今治市に満足しているか）
• 今治市の推奨度（他人に勧められるか）
• 今治市のまちづくりの個別項目に関する印象

○今治市の人口減少に関する実感
• 今治市の人口減少に危機感を感じているかどうか
• 今治市の人口減少を食い止めるためにできること

○今治市への定住意向
• 今治市に住み続けたいか（市外在住の場合、住みたいと思うか）
• 住みたい理由、住みたくない理由

○転出した場合の今治市とのかかわり
• 市外に転出した場合に今治市とのかかわりを持ちたいかどうか
• 今治市とかかわりを持つために市に期待すること

○今治市へのUターン意向
• 今治市に帰ってきたいと思うか
• 今治市にいつ帰ってきたいと思うか

○今治市の今後のまちづくり
• 今治市のまちづくりのテーマ
• 自分が今治市⾧だったらどんなまちづくりをしたいか
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• 全体では、56.2％の高校生が満足（7点以上を選択）と感じている。

• 市民アンケート（42.6％）と比較すると、高校生の方が今治市への総合満足度は高い傾向にあります。

• 男女別では、男子生徒の満足度（62.5％）に比べて女子生徒の満足度（49.7％）が12.8ポイント低くなっている。

今治市への総合満足度

非常に不満 2 3 4 5 6 7 8 9 とても満足

n=

863  

男性 432  

女性 412  

回答しない 19  

旧今治市 524  

旧越智郡陸地部 142  

旧越智郡島しょ部 79  

今治市外 118  

※n=30未満は参考値。

全体

性別

居住地域

(%)

3.4

4.2

2.2

10.5

2.7

4.2

3.8

5.1

0.9

0.9

1.0

1.0

0.7

1.7

4.2

3.2

5.1

5.3

4.6

4.9

1.3

3.4

5.6

3.7

7.5

5.3

4.6

4.9

3.8

11.9

13.9

12.7

15.0

15.8

11.6

14.1

20.3

19.5

15.9

12.7

19.4

10.5

14.5

16.2

17.7

20.3

21.2

21.5

20.6

26.3

21.8

23.9

13.9

20.3

18.9

20.6

17.2

15.8

20.6

14.1

24.1

13.6

6.3

7.9

4.9

6.1

9.2

7.6

2.5

9.8

12.5

7.0

10.5

12.6

7.7

7.6

1.7

＊n=30未満は参考値
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• 今治市の推奨度を今治市民に尋ねたところ、全体の40.7%がすすめたい（7点以上を選択）と感じている。

• 市民アンケートの（31.8％）と比較すると、今治市への推奨度は高校生の方が高い傾向にある。

• 男女別では、男子生徒の推奨度（45.8％）に比べて女子生徒の推奨度（35.9％）が9.9ポイント低くなっている。

今治市の推奨度

全くすすめ
たくない

2 3 4 5 6 7 8 9
とてもすす
めたい

n=

863  

男性 432  

女性 412  

回答しない 19  

旧今治市 524  

旧越智郡陸地部 142  

旧越智郡島しょ部 79  

今治市外 118  

※n=30未満は参考値。

全体

性別

居住地域

(%)

4.9

5.3

4.1

10.5

4.2

5.6

5.1

6.8

1.6

1.4

1.9

2.1

0.7

1.7

7.0

5.6

8.3

10.5

7.1

6.3

7.6

6.8

6.7

5.3

7.8

15.8

6.1

8.5

5.1

8.5

20.4

20.8

19.7

26.3

17.2

20.4

19.0

35.6

18.8

15.7

22.3

10.5

20.8

15.5

21.5

11.9

14.4

16.2

12.1

21.1

13.5

16.9

12.7

16.1

13.0

13.0

13.3

5.3

13.4

14.1

16.5

7.6

6.1

7.6

4.9

7.3

5.6

6.3

1.7

7.2

9.0

5.6

8.4

6.3

6.3

3.4

＊n=30未満は参考値
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• 市内在住の高校生に将来の今治市への定住意向を尋ねたところ、全体では「どちらともいえない」（39.9％）がもっとも多く、
「住んでいたい」割合（29.8％）と、「移転したい」割合（30.4％）が概ね均衡している。

• 性別ごとに見ると、男性（22.3％）に比べて女性の移転意向（38.6％）が16.3ポイント高くなっている。

• 居住地別では、旧今治市において定住意向が高い一方で、旧越智郡陸地部では移転意向が高くなっている。

今治市への定住意向

すぐにでも移転し
たい

できれば移転した
い

どちらともいえない
当分の間は住んで

いたい
ずっと住んでいた

い

n=

745  

男性 380  

女性 350  

回答しない 15  

旧今治市 524  

旧越智郡陸地部 142  

旧越智郡島しょ部 79  

(%)

性別

居住地域

全体 8.9

6.6

10.9

20.0

8.8

10.6

6.3

21.5

15.8

27.7

20.0

19.3

29.6

21.5

39.9

44.7

34.0

53.3

38.4

36.6

55.7

20.0

21.1

19.7

22.7

15.5

10.1

9.8

11.8

7.7

6.7

10.9

7.7

6.3

＊n=30未満は参考値
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今治市に住んでいたい理由 今治市から移転したい理由

自分や家族が生まれ育ったまちだから

家族といっしょに（近くに）住んでいたいから

安心・安全に暮らせるから

自然環境、景観がよいから

買い物などの便利がよいから

通勤や通学に便利だから

ご近所づきあいや地域のつながりがしっかりしているから

子育て、教育環境がよいから

医療、福祉環境がよいから

まちに活気があるから

雇用の場があるから

その他

余暇やレジャーを楽しむ場所が充実しているから

(n=222)

65.8

52.7

36.5

22.5

14.0

11.7

7.7

5.4

5.4

4.1

2.3

2.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物などの便利がよくないから

通勤や通学に不便だから

余暇やレジャーを楽しむ場所が少ないから

まちに活気がないから

雇用の場が少ないから

その他

自分や家族が生まれ育ったまちではないから

子育て、教育環境がよくないから

医療、福祉環境がよくないから

安心・安全の面で心配があるから

自然環境、景観がよくないから

市外にいる家族といっしょに（近くに）住みたいから

ご近所づきあいや地域のつながりがわずらわしいから

(n=226)

52.7

40.3

36.3

25.2

19.5

10.6

7.1

6.6

6.6

5.8

4.0

3.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80%

(n=222) (n=226)

今治市に定住したい理由/今治市から移転したい理由

• 今治市に住んでいたい理由については、「自分や家族が生まれ育ったまちだから」、「家族といっしょに（近くに）住んでいたい」な
どの回答割合が高い。

• 今治市から移転したい理由については、「買い物などの便利がよくないから」、「通勤や通学に不便だから」、「余暇やレジャーを楽
しむ場所が少ないから」などの回答割合が高い。

• 総じて、今治市に住んでいたい理由は家族や生まれ育ったまちとのつながりが多く、移転したい理由は生活環境に関する理由が
多くなっている。



重回帰分析について

重回帰分析
とは

 ある結果を説明する際に、関連する複数の要因のうち、どの変数がどのように結果に影響を与えているのかを定量的に分析する
統計手法のこと

 単純分析やクロス分析、相関分析等の他の一般的な分析手法では把握できない、「影響」を把握できる点に価値がある

背景

 人口定常化の実現には、市民の今治市全体に対する満足度の向上が必要不可欠である

 一方で、市民アンケートをはじめとした各種アンケートを実施した際に、個々の施策分野に対する評価は一定分析できていたものの、
それらの施策分野の評価が市全体に与える影響を分析できておらず、市全体を見た際の施策立案には活用できていなかったことか
ら、具体的には下記のような課題が生じていた

 結局どのような施策を実施すれば、市民の今治市に対する満足度が向上するのかがわからない

 従来のアンケートから得られる市民ニーズが、実際どこまで重要なものなのかが判断できず、施策の軽重をつけられない

 市民のアンケート結果を踏まえて、今治市が目標としている人口定常化に向けて、どういった要素が本質的な市民の満足度や定住
意向の向上につながるかを明らかにしたうえで、それら要素の推進や課題解消に向けた優先的で効果的な施策を明確化できる

 より重要度の高い市民ニーズに対応する施策を重要施策として設定することができる

重回帰分析
のメリット
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（参考）アンケート重回帰分析のイメージ図

下記イメージのように、市民の今治市への満足度に対する
各施策の影響度を明らかにします



15

「S」：ほとんど確実に目的変数への影響を与えている項目
「A」：目的変数への影響を与えている可能性が非常に高い項目
「B」：目的変数への影響を与えている可能性がある項目
「C」：目的変数への影響を与えている可能性があるとはいえるが、可能性は低い項目
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「S」：ほとんど確実に目的変数への影響を与えている項目
「A」：目的変数への影響を与えている可能性が非常に高い項目
「B」：目的変数への影響を与えている可能性がある項目
「C」：目的変数への影響を与えている可能性があるとはいえるが、可能性は低い項目

高校生アンケート


